
熊本市公文書館整備基本計画（骨子）

令和５年（２０２３年）９月 総務局行政管理部総務課



・ 本市では、熊本市公文書管理条例に基づき、市民共有の知的資源である公文書及び特定歴史公文書等（以下「公文書等」という。）の集中管理

の推進及び適切な保存に取り組んでいる。

・ また、熊本市公文書等管理委員会から、公文書館等の設置が必要であるとの答申書が提出されたところである。

・ 本計画は、これらを踏まえ、公文書館等の基本要件（構造や設備等）を整理し、デジタル技術を活用した公文書等の管理方法及び利用方法の

検討を行い、本市が目指す公文書館等の在り方を基本計画として策定する。

1

適正な公文書管理を実現するために、公文書館及び

中間書庫（以下「公文書館等」という。）を早期に設置し、

公文書等を一元管理することが求められる。

本市の諸活動及び歴史的事実の記録である公文書等は、健全な民主主義の根幹を支える市民共有の知的資源であり、市民が主体的に利用し得るものです。

本市が整備する中間書庫と一体となった公文書館は、デジタル技術の活用により市民の利便性を確保するとともに、公文書や歴史的価値のある特定歴史

公文書等を適正に管理・保存することで、現在と未来の市民への説明責任を全うする施設とします。

・ 約８万箱の公文書が市役所、区役所等の様々な場所に分散して保存されており、その中には、

水害等の危険性がある場所も含まれている。

・ 市民からの利用申請や開示請求に対応するための専用窓口が必要である。

1 現状と課題

2 計画策定の目的

熊本市公文書等
管理委員会

Point2

最寄り駅（田原坂駅）等からの徒歩やバスによる移動時間

出典：Googleマップ

4 公文書館等の建設予定地

公文書館等は、下図の山鹿植木広域行政事務組合リサイクルプラザ跡地
（北区植木町轟2582 他）を建設予定地とする。公文書館等で集中管理する公文書等は、市長事務部局、行政委員会等、

企業局、消防局及び議会局が保有する全ての公文書等とする。

3 公文書館等で集中管理する公文書等の範囲

Point1

■公文書の閲覧 ■中間書庫

（写真：東京都公文書館）
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田原坂駅から
徒歩：20分
田原坂駅

建設予定地

七本バス停

バス停から
徒歩：３分

＊桜町ﾊﾞｽﾀｰﾐﾅﾙ ⇒ 七本バス停 約50分

田原坂西南戦争資料館

中間書庫

公文書館

公文書館と中間書庫の
配置イメージ



(1)基本的な観点・考え方

： デジタル化など将来を見据えた文書量の収納に対応し、防虫や防カビ対策、温湿度管理により、適切な公文書等の保存ができる。

： 耐震性やセキュリティ対策を有する施設で管理することで、常に保存文書を安全に守ることができる。

： 集中・一元管理することで、文書管理に関する費用軽減及び現在分散保存している施設の有効活用ができる。

： 公文書等の一元管理により、情報公開への対応及び特定歴史公文書等の公開・利用請求など、市民の利便性を向上させることができる。

： 専門職員による公文書等の歴史的価値の評価選別、収集等ができ、適正な特定歴史公文書等の管理ができる。

＊中間書庫に求められる基本要件は、引き続き検討する。

５ 公文書館の基本要件（構造や設備等）

収 納

リ ス ク

コ ス ト

市民利用

運 用
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(2) 構造（想定）

・ 鉄筋コンクリート造又は鉄骨造

・ 地上２階建 ・ 耐震構造
■耐震構造

(3) 設備・備品（想定）

・ 空調設備 ・ 太陽光発電設備 ・ 昇降機設備 ・ 高効率照明

・ 書架 ・ 閲覧机 ・ 閲覧用パソコン など

環境負荷低減
設備を検討

■太陽光発電設備■空調設備

6 公文書等の管理・市民利用・デジタル技術の活用

（１）公文書の管理

・ 保存期間が１年を超える公文書（３年、５年、１０年、３０年）が、その処理を終えた日から１年を経過した場合は、

すべて（行政委員会等、企業局、消防局及び議会局を含む。）中間書庫へ管理を引き継ぐ。

・ 中間書庫へ引き継いだ公文書は、公文書館職員が管理し、各課（室）等の職員が公文書の閲覧や使用する

ときは、職員閲覧室で行う。

・ 中間書庫へ引き継いだ公文書は、保存期間満了後、廃棄又は特定歴史公文書等として永年保存される。

Point3

中 間 書 庫

■中間書庫 ■職員閲覧室

■廃棄又は移管 ２

作成・収受 整 理 保 管

中間書庫
延 長

廃 棄

移 管 公文書館

保存期間
満了文書

（写真：東京都公文書館）（写真：日本ﾌｧｲﾘﾝｸﾞ）



・ 本市が保存・管理している全ての公文書の目録検索システムを統合するとともに、特定歴史公文書等については、デジタルアーカイブを構築する。

・ 特定歴史公文書等については、公文書館等へ来館せずともスマートフォンなどで場所や時間を問わず閲覧が可能となる。

・ 公文書館等に保存している公文書や特定歴史公文書等の現物管理のために、書庫管理システムを導入する。

（３）市民利用・デジタル技術の活用 Point4Point4
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６ 公文書等の管理・市民利用・デジタル技術の活用（つづき）

既存ｼｽﾃﾑA

既存ｼｽﾃﾑB

既存ｼｽﾃﾑC

目録検索ｼｽﾃﾑの統合及びデジタルアーカイブ構築（イメージ）

統合型目録検索ｼｽﾃﾑ ﾃﾞｼﾞﾀﾙｱｰｶｲﾌﾞ

特定歴史公文書等については、自宅や会社、スマホでも閲覧や
検索がいつでも可能
（※中間書庫の公文書については、目録検索のみ）

古文書や古地図などの
特定歴史公文書等

書庫管理ｼｽﾃﾑ書庫

文書ﾌｧｲﾙ名や保存場所、箱番号を紐づけた管理

書庫管理システム導入（イメージ）

システムによる公文書等の保存管理

（2）特定歴史公文書等の管理

・ 特定歴史公文書等については、所管を公文書館に移すこととなるため、その管理は、公文書館職員が行う。

・ 特定歴史公文書等は、温湿度が適正に管理された書庫で保存する。

・ 特定歴史公文書等を公文書館の閲覧室及びデジタルアーカイブで市民の皆様へ提供する。

・ 特定歴史公文書等を後世に引き継いでいく重要性及び公文書館の活動への理解を高めるため、

展示や講座の開催や刊行物を発行する。

■特定歴史公文書等

公 文 書 館

■特定歴史公文書等専用書庫

■一般閲覧室

■企画展示室

３

（写真：東京都公文書館）



５月 ６月 ７月 ８月 ３月

公文書館設置基本計画

公文書等管理委員会 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月４月

市議会 ● ● ● ●

基本計画骨子案作成 基本計画素案作成 基本計画作成

パブリックコメント

●政策会議 ●政策会議

これまでの検討経緯に
ついて報告

基本計画の骨子をまとめた
基本計画骨子案について報告

基本計画素案
について報告

パブリックコメントの結果
及び基本計画について報告

基本計画策定に向けた今年度のスケジュールは、下表のとおり。 基本計画の構成については、以下のような
内容を検討中である。

1 基本計画策定の背景と課題

2 公文書館等の理念

3 公文書館等の機能

4 施設整備計画

5 概算事業費の算定

6 民間活力導入可能性調査

7 事業スケジュールの検討

＊次年度以降、公文書館法に
基づき公文書館設置条例案を
上程する予定

事業方式は、以下の11パターンが想定され、主な事業方式（１、３、５）を例としたスケジュールは、下記のとおり

9 基本計画の構成案8 令和5年度スケジュール

基本計画策定の背景と
課題
2 公文書館等の理念

熊本市公文書館整備
基本計画

令和６年３月
熊本市

4

７ 公文書館の事業方式
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公文書館整備基本計画

事業費や開館までのスケジュール、人材の育成等について、関係各課と協議しながら、基本計画（素案）策定までに

最も適した事業方式に絞り込んでいく。

事業方式の比較に用いる視点
・ 公文書館としての事業の安定性 ・ 供用開始の時期 ・ 民間のノウハウの発揮 ・ 料金収入が発生しない施設への適合性

・ 公文書管理のノウハウ蓄積 ・ 公共負担の平準化 ・ 市街化調整区域への対応 ・ 公租公課

公設公営

査

査

1 設計・建設分離発注＋公共運営

2 設計・建設分離発注＋運営委託

3 ＤＢ＋運営委託

4 ＤＢＯ方式

5 ＢＴＯ方式

6 ＢＯＴ方式

7 ＢＯＯ方式

8 コンセッション（BTOによる新設）

9

10 定期借家

11 区分所有（一括買取の場合）
定期借地権方式

リース方式

公設公営

公設民営

民設民営

ＰＦＩ
方式


